
DRV5000
ホール効果磁気センサ

堅牢で保護機能をフルに備えた DRV5000 センサ製品ファミリは、ブラシレス DC モータ制御、家庭向けセキュリティ、産業用 
バルブやダンパーの位置センサ、速度 /位置制御ループ、流量計などの幅広いアプリケーション向けに、デジタル・ラッチ、デジタル・
スイッチやアナログ・バイポーラ出力オプションを提供します。

特長と利点
◦幅広いアプリケーションをサポート：デジタル・ラッチ、デジタル・スイッチ、
　アナログ・バイポーラの各出力オプションを提供する 2.5～ 38V
　動作の低ドリフト・デバイス

◦高い信頼性 :製品ファミリの全デバイスが -22Vの逆電圧保護のほか、
　最大 40Vの過渡電圧に対応
◦既存の製品設計に仕様可能 : 2種類の業界標準パッケージで 3ピン・デバイス
　を供給、既存の設計アーキテクチャに対する互換性を提供

◦温度安定性 :-40℃～ 125℃の動作温度範囲をサポート、温度変化に対して
　最小限の磁束感度変化を提供

 項項目目 DRV5013 DRV5023 DRV5033 DRV5053 

電源電圧範囲Vcc 2.5 V ～ 38 V 

出力 オープン・ドレイン 0.2 V ～ 1.8 V 

出力型式 

ラッチ スイッチ 

 

両極性スイッチ 

 

アナログ・バイポーラ 

 

感度範囲

（Bop/Brp*） 

+2.3/-2.3 mT 

+4.6/-4.6 mT 

+9.2/-9.2 mT 

+6.9/+2.3 mT 

+13.8/+4.6mT 
±6.9 / ±2.3 mT 

-10mV/mT 

+/-20mV/mT 

+/-40mV/mT 

-80mV/mT 

出力帯域幅

（typ） 
－ 10 kHz 

アプリケーション 産業用 

動作温度範囲 -40℃～ +125 ℃ 

ピン/パッケージ SOT-23、TO-92 

*Bop: 動作磁束密度、Brp: 復帰磁束密度 



TI Designs : TIDA-00480
DRV5013 / MSP430G2553、ホール・センサ・ロータリ・エンコーダ

このリファレンス・デザインは、回転速度や方
向を検出する、磁気式コンタクトレス・ロータリ・
エンコーダです。２つのホール効果センサが
66極リング・マグネットを計測し、２つの矩形
波を出力します。このソリューションは、従来
の機械式の接触点のあるエンコーダに対して、
ローコストかつ高信頼性なソリューションとなっ
ており、RFノイズや物理的消耗に耐えうる、
ソリッド・ステート・センシングとして使用する
事ができます。

特長
◦非常にシンプルな高信頼性かつローコストな
　設計

◦機械式エンコーダ・モジュールと比較して、
　高い ESD 耐性および設計の柔軟性を提供
◦ 66極マグネットにおより、360°を 132分割
　（2.7°分解能）
◦ >20KHz ホール効果センサ帯域による低レ
　イテンシ (15us)
◦デジタル・センシングおよび、デジタル出力
　による、ノイズ耐性

◦ AEC-Q100車載対応
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